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昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
徳
島
市
内
で 

は
目
立
っ
た
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
発
生
が
危
惧
さ 

れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
で

は
、
市
内
で
も
大
き
な
被
害
が
起 

き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き 

に
、慌
て
ず
冷
静
に
行
動
し
、少
し

で
も
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め 

に
は
、日
頃
か
ら
家
庭
や
地
域
で

の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備
え

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地
震
が
発
生
す
る
と
、た
ん
す

や
食
器
棚
な
ど
の
家
具
や
、冷
蔵

庫
な
ど
大
型
の
電
化
製
品
が
倒
れ 

て
け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、倒
れ
た
家
具
な
ど
で
玄
関

や
窓
が
ふ
さ
が
れ
、避
難
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。大
き

な
家
具
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
電
化
製

品
は
、あ
ら
か
じ
め
壁
な
ど
に
固

定
し
、特
に
寝
室
に
は
、で
き
る 

だ
け
家
具
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

万
一
の
と
き
、す
ば
や
く
避
難 

で
き
る
よ
う
に
、日
頃
か
ら
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。そ
の
ほ
か
、３
日
以
上

を
目
安
に
家
庭
内
備
蓄
品
も
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う(

上
参
照)
。

地
域
の
避
難
場
所
を
確
認
し
、

家
族
で
避
難
経
路
な
ど
の
下
見
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う(

※
避
難
所 

は
２
面
に
掲
載)

。

ま
た
、
家
族
が
離
れ
離
れ
に 

な
っ
た
と
き
の
集
合
場
所
や
連
絡

方
法
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。各

家
庭
で
の
備
え
と
同
時
に
災

害
時
に
は
、地
域
の
人
と
の
協
力

が
大
切
で
す
。自
主
防
災
組
織
と

は
、地
域
住
民
が
自
治
会
、町
内 

会
単
位
な
ど
で
組
織
化
し
、地
域

住
民
が
自
主
的
に
連
携
し
て
防
災 

活
動
を
行
う
集
ま
り
で
す
。結
成

さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん

は
、自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
話

し
合
い
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、次
の
よ
う
な
地
震
・

津
波
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
家
具
転
倒
防
止
対
策（
家
具
固

定
）推
進
事
業

高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
費

用
を
負
担
し
ま
す
。

[

対
象]

▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
▼
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
障
害
者

の
み
の
世
帯
＝
①
身
体
障
害
者
手

帳
の
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る

等
級
１･

２
級
②
療
育
手
帳
の
障

害
の
程
度(

総
合
判
定)

Ａ
１･

Ａ

２
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
障
害
等
級
１
級
▼
65
歳
以
上
の

高
齢
者
と
障
害
者
の
み
の
世
帯

[

支
援
内
容]

家
具
を
固
定
す
る
器

具
の
取
り
付
け
費
用
を
１
世
帯
に

つ
き
家
具
３
個
ま
で
負
担
し
ま
す

(

た
だ
し
、家
具
を
固
定
す
る
器
具

は
本
人
の
負
担)

。

●
小
・
中
学
校
に
地
震
連
動
自
動

解
錠
か
ぎ
保
管
庫
を
設
置

津
波
避
難
ビ
ル
と
な
る
沿
岸
部

の
小
・
中
学
校
な
ど
に
、夜
間
や
休 

日
で
も
円
滑
に
避
難
が
行
え
る
よ

う
、地
震
連
動
自
動
解
錠
か
ぎ
保

管
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す(

左
参

照)

。保
管
庫
は
震
度
５
強
以
上
の 

揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
解
錠

し
、中
に
入
っ
て
い
る
校
舎
な
ど

の
鍵
を
使
い
、津
波
か
ら
の
避
難 

に
有
効
な
階
へ
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

保
管
庫
に
は
▼
施
設
の
入
口
な

ど
の
鍵
▼
施
設
の
見
取
り
図
▼
手

動
式
懐
中
電
灯
▼
バ
ー
ル(

破
壊
器

具)

ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。

●
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

地
震
発
生
時
の
津
波
被
害
に
備 

え
る
た
め
、一
時
避
難
場
所
と
し

て
、津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
拡
充

を
強
化
し
て
い
ま
す(

８
月
現
在

１
６
７
施
設)

。

●
津
波
避
難
ビ
ル
の
整
備
費
補
助

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
拡
充
強 

化
の
一
環
と
し
て
、津
波
避
難
ビ

ル
の
指
定
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
対
象
に
、建
物
に
屋
上

へ
の
外
付
け
階
段
や
安
全
柵
な
ど

を
設
置
し
、津
波
避
難
ビ
ル
と
し

て
整
備
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す(

申
し
込
み
期
間
は

９
月
末
ま
で)

。

●
津
波
避
難
場
所
整
備
事
業

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
四

国
支
社
と
協
定
を
締
結
し
、高
速

道
路
の
の
り
面
を
利
用
し
た
津
波

避
難
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

●
災
害
用
備
蓄
物
資
整
備
事
業

本
年
度
末
ま
で
に
、食
糧
・
水 

11
万
７
０
０
０
食
、毛
布
２
万
枚 

を
小
・
中
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
分
散
備
蓄
し
ま

す
。

●
緊
急
地
震
速
報
機
の
設
置

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
学 

校
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
に
緊
急

地
震
速
報
機
を
設
置
し
ま
す
。

◆

◆

◆

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
ち
、

災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま 

す
。市
民
の
皆
さ
ん
も
今
一
度
、 

「
防
災
の
日
」
や
「
防
災
週
間
」 

に
、家
庭
や
地
域
で
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
特
に
、
地
震
は
発
生
す
る
と

津
波
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま 

せ
ん
が
、
必
要
な
備
え
を
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
毎
年
９
月
１
日
は 

「
防
災
の
日
」、
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は
「
防
災
週
間
」。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
で
災
害
時
の
対
応
を 

話
し
合
う
な
ど
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
備
え
を
十
分
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
や
地
域
で
の

備
え
を
万
全
に

徳
島
市
の

地
震
・
津
波
対
策

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う

家
族
で
避
難
路・避
難
場
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
ま
し
ょ
う

家
具
の
転
倒
防
止
を
し
ま
し
ょ
う

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

258,753人
122,732人
136,021人
114,698世帯
191.62km2

（＋1,580）
（＋582）
（＋998）
（＋1,016）

人口
男
女
世帯数
面積

平成24年8月1日現在（前月比）

９
月
１
日
は「
防
災
の
日｣

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は「
防
災
週
間
」

日
頃
か
ら
の
備
え
を
大
切
に

地
震
連
動
自
動
解
錠

か
ぎ
保
管
庫
設
置
場
所

▼
内
町
小
学
校
▼
富
田
小
学
校
▼

昭
和
小
学
校
▼
城
東
小
学
校
▼
福

島
小
学
校
▼
助
任
小
学
校
▼
沖
洲

小
学
校
▼
津
田
小
学
校
▼
八
万
小

学
校
▼
論
田
小
学
校
▼
川
内
北
小

学
校
▼
川
内
南
小
学
校
▼
富
田
中

学
校
▼
城
東
中
学
校
▼
徳
島
中
学

校
▼
津
田
中
学
校
▼
八
万
中
学
校

▼
川
内
中
学
校
▼
徳
島
市
立
高
等

学
校
▼
四
国
大
学
鶴
島
グ
ラ
ウ
ン

ド
▼
渭
東
コ
ミ
セ
ン
▼
住
吉
・
城

東
コ
ミ
セ
ン(

８
月
現
在
22
カ
所)

非常持ち出し品と家庭内備蓄品のチェックリスト
下のリストを参考にし、必要最小限の非常持ち出し品や家庭内備蓄品を
準備しましょう。

生活日用品

ラジオ等

飲料水・非常食品

医 薬 品

貴 重 品 衣 料 品

そ の 他

□ウェットティッシュ
□ライター・マッチ
□ビニール袋
□ラップ
□筆記用具
□紙コップ・紙皿
□割り箸
□ガムテープ
□新聞紙

□携帯ラジオ
□予備電池
□携帯電話
□懐中電灯
□笛（ホイッスル）

□ばんそうこう
□包帯・きず薬
□常備薬
□服用中の薬
□生理用品

家族構成によって必要なも
の（小さな子供や介護が必
要な方がいるご家族など）
□粉ミルク・ほ乳瓶
□紙おむつ
□介護用品
□ペットフード

□飲料水
□乾パン
□缶詰
□ビスケット
□チョコレート
□カップめん
□アルファ米

□現金（小銭も）
□預貯金通帳
□印鑑
□健康保険証
□運転免許証

□衣類・下着
□タオル
□雨具
□軍手（厚手の手袋）

健康保険証
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耐
震
改
修
工
事
を
行
い
、次
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、翌
年
度
分
か

ら
２
年
間
家
屋
の
固
定
資
産
税
を
２ 

分
の
１
減
額
し
ま
す（
１
戸
当
た
り

床
面
積
１
２
０
平
方
㍍
相
当
分
ま

で
）。

▼
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅

▼
平
成
24
年
１
月
２
日
～
12
月
31
日

に
、工
事
費
30
万
円
以
上
の
耐
震
改

修
工
事
を
完
了
し
た
住
宅

［
申
し
込
み
方
法]

改
修
後
３
カ
月 

以
内
に
、現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合

し
た
工
事
で
あ
る
証
明
書
、工
事
の

領
収
書
を
添
え
て
資
産
税
課（
市
役 

所
２
階
）へ
。
証
明
書
は
、次
の
い 

ず
れ
か
が
発
行
し
ま
す
。

①
徳
島
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業 

を
受
け
て
改
修
が
行
わ
れ
た
住
宅 

（
平
成
18
年
１
月
１
日
以
降
に
工
事 

完
了
し
た
も
の
）
＝
建
築
指
導
課

（
市
役
所
４
階
）が
発
行
。

②
①
以
外
の
改
修
が
行
わ
れ
た
住 

宅
＝
建
築
士
事
務
所
に
属
す
る
建
築

士
が
発
行
。た
だ
し
、改
修
前
に
現 

行
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
設
計
を

行
っ
た
上
で
計
画
的
に
工
事
が
行
わ

れ
た
住
宅
、ま
た
は
、改
修
後
に
建 

物
の
耐
震
診
断
を
行
い
、現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
が
行
わ
れ 

た
こ
と
を
確
認
し
た
住
宅
に
限
り
ま

す
。バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行 

い
、次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、 

翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
を

３
分
の
１
減
額
し
ま
す（
１
戸
当
た

り
床
面
積
１
０
０
平
方
㍍
相
当
分
ま

で
）。

▼
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く)

▼
平
成
24
年
１
月
２
日
～
12
月
31
日 

に
工
事
が
完
了
し
た
住
宅

▼
次
の
工
事
で
、地
方
公
共
団
体
か 

ら
の
補
助
金
や
介
護
保
険
の
給
付
な

ど
を
除
く
自
己
負
担
額
30
万
円
以
上

の
も
の

▽
廊
下
の
拡
幅
▽
階
段
の
こ
う 

配
の
緩
和
▽
浴
室
の
改
良
▽
便 

所
の
改
良
▽
手
す
り
の
取
り
付 

け
▽
床
の
段
差
の
解
消
▽
引
き 

戸
へ
の
取
り
替
え
▽
床
表
面
の 

滑
り
止
め
化

▼
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住
す
る

住
宅▽

65
歳
以
上
の
人
▽
要
介
護
認 

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け 

て
い
る
人
▽
障
害
の
あ
る
人

※
省
エ
ネ
改
修
を
除
く
新
築
住
宅
特 

例
や
耐
震
改
修
特
例
の
対
象
と
な
っ 

て
い
る
年
度
に
は
適
用
で
き
ま
せ

ん
。

［
申
し
込
み
方
法
］改
修
後
３
カ
月 

以
内
に
、所
定
の
申
告
書（
資
産
税

課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、居
住
要
件
を
確
認
で
き
る
書 

類（
居
住
者
の
年
齢
、要
介
護
認
定 

な
ど
）、工
事
内
容
や
金
額
が
わ
か 

る
工
事
明
細
書
、領
収
書
、写
真
を
添

え
て
資
産
税
課（
市
役
所
２
階
）へ
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行

い
、次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、 

翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
を

３
分
の
１
減
額
し
ま
す（
１
戸
当
た

り
床
面
積
１
２
０
平
方
㍍
相
当
分
ま

で
）。

▼
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て 

ら
れ
た
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

▼
窓
の
断
熱
改
修
工
事（
必
須
）お 

よ
び
そ
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
、

天
井
ま
た
は
壁
の
断
熱
改
修
工
事
に

よ
り
、新
た
に
省
エ
ネ
基
準
を
満
た

し
、平
成
24
年
１
月
２
日
～
12
月
31

日
に
工
事
が
完
了
し
た
住
宅

▼
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30
万

円
以
上
の
も
の

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
除
く
新
築

住
宅
特
例
や
耐
震
改
修
特
例
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
年
度
に
は
適
用
で
き

ま
せ
ん
。

［
申
し
込
み
方
法
］改
修
後
３
カ
月 

以
内
に
、所
定
の
申
告
書（
資
産
税 

課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、建
築
士
、指
定
確
認
検
査
機 

関
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

が
発
行
す
る
証
明
書（
省
エ
ネ
基
準 

を
満
た
す
も
の
）、工
事
内
容
や
金 

額
が
分
か
る
明
細
書
、領
収
書
を
添

え
て
資
産
税
課（
市
役
所
２
階)
へ
。

◆

◆

◆

◆

い
ず
れ
の
改
修
工
事
も
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
は
減
額
措
置
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

[

問
い
合
わ
せ
先]

資
産
税
課

（
６
２
１
）５
０
７
２
・
５
０
７
３

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

耐
震
改
修
工
事
に

伴
う
減
額

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
に
伴
う
減
額

省
エ
ネ
改
修
工
事
に

伴
う
減
額

市長と一緒に熱 ト々ーク
テーマは「阿波の伝統文化を守り伝える」

市民の皆さんの声を市政に生かすため、徳島市では、さま 
ざまな活動をしているグループの皆さんと市長が自由に話し 
合う、わがまちミーティング「市長と一緒に熱 ト々ーク」を 
開催しています。

今回のテーマは、「阿波の伝統文化を守り伝える」です。
徳島の風土と歴史が育んだ伝統文化・伝統芸能の継承・

普及や市民の文化活動について、市長と意見交換してみませ
んか。
［開催日］９月下旬を予定。参加団体が決定した後に調整。
［開催場所］原則として市の施設  
［参加対象］阿波人形浄瑠璃、邦楽（よしこのなど）、藍染
めなど、阿波の伝統文化・伝統芸能を守り伝える活動や普
及に取り組んでいる団体・グループ。
［参加人数］３グループ程度（人数は１グループ５人以内で、
計 15 人程度）。申し込み多数の場合は選考。
［会議方法］市長が市政について語る「市政ＮＯＷ」と「意見 
交換」の２部構成（会議は、約２時間以内で終了予定）。
［公開など］意見交換の概要を市ホームページや広報紙などで 
公開。
［申し込み方法］電話、はがき、 
メールでグループ名、活動内容
と略歴、代表者名、連絡先を
8 月 31 日㈮までに、広報広聴課 

（〒770 －8571 幸町２－５  
621－5091 koho_kocho 

@city.tokushima.lg.jp）へ。

徳島市では、災害発生時に自宅が倒壊または焼失して帰れない人や、自宅にいると危険な人などのために、下表 
の施設を災害時の避難所に指定しています。開設する順番としては、まず◎印の施設を、次に○印の施設を必要に 
応じて開設していきます。避難の際には必ず事前に市役所にご確認ください。また、大規模な地震災害などにより、
住民の長期避難の必要が生じたときには各施設の安全性を確認し、避難所として開設します。
［問い合わせ先］危機管理課（ ６２１－５５２７）

参加者
募集！

事前に確認しておきましょう

災害時の避難所

地 区 名 称

新町地区 
内町地区

◎内町コミセン（幸町会館）、○新町小、○内町小、文化センター、城東高、
市立体育館、とくぎんトモニプラザ（県立青少年センター）、中央公民館、
市社会福祉センター、県精神保健福祉センター、あわぎんホール（県郷土文
化会館）、県医師会館

佐古地区 ◎佐古コミセン、○佐古小、ＪＡ会館

西富田地区 ◎西富田コミセン、天理教名東大教会

東富田地区 ◎東富田コミセン、○富田小、県建設センター

昭和地区 ◎昭和コミセン、○昭和小、○富田中、県立総合福祉センター、ポリテクセン
ター徳島

渭東地区 ◎渭東コミセン、◎住吉・城東コミセン、○福島小、○城東小、○城東中、
徳島商業高、木工会館、

渭北地区 ◎渭北コミセン、○助任小、○徳島中、鳴門教育大附属小、鳴門教育大附属
中、徳島大学常三島体育館

加茂地区
◎加茂コミセン、○千松小、○城西中、城北高、徳島中央高、徳島科学技術
高、城ノ内中・高、県トラック会館、県立障害者交流プラザ、県教育会館、ＪＡ
徳島支所

加茂名地区
◎加茂名コミセン、○加茂名小、○加茂名南小、○加茂名中、城西高、名東保
育所、ＪＡ加茂名支所、天理教国名大教会、島田会館、加茂名中央会館、徳
島大学蔵本体育館、徳島テクノスクール、蔵本公園野球場、県農林水産総合
技術支援センター森林林業研究所、県立総合看護学校

津田地区 ◎津田コミセン、○津田小、○津田中、津田幼稚園、新浜西保育所、新浜交流
センター

沖洲地区 ◎沖洲コミセン、○沖洲小、○市立高、ＪＡ渭東支所

八万地区
◎八万中央コミセン、◎八万コミセン、○八万小、○八万南小、○八万中、
ふれあい健康館、城南高、アスティとくしま、徳島文理大学、徳島文理中高、
かんぽの宿、盲学校、ＪＡ八万支所、天理教勝華分教会、天理教八万分教会

地 区 名 称

多家良地区
◎多家良中央コミセン、◎丈六コミセン、○宮井小、○渋野小、○飯谷小、 
渋野公民館、八多保育所、丈六保育所、飯谷公民館、特別養護老人ホーム青
葉荘、宮井小八多分校、ＪＡ多家良支所、天理教勝浦分教会

勝占地区
◎勝占中部コミセン、◎勝占東部コミセン、○大松小、○方上小、○論田小、 
○南部中、方上保育所、方上公民館、Ｂ＆Ｇ徳島海洋センター、県警運転免
許センター、ＪＡ勝占支所、三軒屋集会所、県営住宅西須賀団地集会所

上八万地区
◎上八万コミセン、◎一宮コミセン、○上八万小、○一宮小、○上八万中、 
明善会館、一宮老人ルーム、一宮会館、しらさぎ台まちづくり活動センター

（しらさぎドーム）、ＪＡ眉山支所

不動地区 ◎不動コミセン、○不動小、○不動中、不動公民館喜来分館、不動文化会館、
ＪＡ不動支所、顕正寺

入田地区 ◎入田コミセン、○入田小・中、徳島カントリークラブ、ＪＡ眉山支所西部出
張所、天理教入田分教会

川内地区 ◎川内町民会館、○川内北小、○川内南小、○川内中、市立スポーツセン
ター、ＪＡ川内支所

応神地区 ◎応神コミセン、○応神小、○応神中、応神公栄会館、四国大学、生光学園

国府地区 ◎国府コミセン、○国府小、○国府中、西矢野会館、天理教国光分教会、
国府支援学校

南井上地区 ◎南井上コミセン、○南井上小、市農村環境改善センター、井戸北公会堂

北井上地区 ◎北井上コミセン、○北井上小、○北井上中、むつみ会館、ＪＡ北井上支所

◆広域避難場所 
地震発生時などにおける延焼火災から

危険を避けるために一時的な避難空地を
広域避難場所として指定しています。

徳島中央公園、蔵本公園、徳島大学総合運動場、徳島市
立高校、田宮公園、城南高校、富田中学校、津田小学校、
しらさぎ台中央グラウンド、ふれあい健康館・山城公園
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年度

（人） 10
月
１
日
㈪
か
ら
、徳
島
市
夜
間
休

日
急
病
診
療
所（
沖
浜
東
２
）の
診
療

受
け
付
け
の
終
了
時
刻
を
23
時
30
分

か
ら
22
時
30
分
に
変
更
し
ま
す
。

徳
島
市
夜
間
休
日
急
病
診
療
所
の
受

診
者
数
は
、年
々
増
加
し
、平
成
23
年

度
の
夜
間
の
患
者
数
は
、平
成
９
年
の

開
設
当
初
に
比
べ
約
２・５
倍
と
な
っ
て

い
ま
す（
左
表
参
照
）。

一
方
で
、徳
島
市
夜
間
休
日
急
病
診

療
所
で
診
察
に
あ
た
る
医
師
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、長

時
間
勤
務
に
よ
る
医
師
へ
の
負
担
が
増

大
し
て
い
ま
す
。

徳
島
県
東
部
圏
域
の
救
急
医
療
体
制

に
お
け
る
初
期
救
急
を
担
う
徳
島
市
夜

間
休
日
急
病
診
療
所
を
長
期
的
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
師
の
負
担
軽

減
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、こ
れ

を
少
し
で
も
解
決
す
る
た
め
に
、10
月

１
日
か
ら
は
徳
島
市
夜
間
休
日
急
病

診
療
所
の
診
療
受
付
時
間
の
終
了
を

22
時
30
分
へ
と
１
時
間
早
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、22
時
30
分
以
降
の
対
応
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、小
児

科
は
輪
番
制
で
徳
島
県
立
中
央
病
院

と
徳
島
市
民
病
院
が
、内
科
は
２
次

救
急
医
療
機
関
が
、そ
れ
ぞ
れ
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

県内委託医療機関で12月20日㈭まで実施しています（昭和12年10月
１日～昭和13年３月31日生まれの人は９月30日㈰まで）。
[対象]徳島市国民健康保険加入者で昭和12年10月１日～昭和48年３
月31日生まれの人 [自己負担金]1，000円
受診時には、受診券と徳島市国民健康保険証が必要です。受診券

は、６月末までの加入者には受診券を送付済みで、７月末までの加入
者は９月上旬、８月末までの加入者は10月上旬に送付予定です。８月
加入の昭和12年10月１日～昭和13年３月31日生まれの人は９月末まで
の受診になるため、受診券は希望者のみに送付しますので、受診希望
者は９月中旬までに保険年金課までご連絡ください。
[問い合わせ先]保険年金課（ 621－5159）

保健師による相談のほか、自己血糖測定も
実施します。血縁者の中に糖尿病の人がいる人
や、妊娠中に尿糖・尿たんぱくが陽性だった人
などは将来的に糖尿病を発症するリスクが高い
と考えられますので、この機会にご相談くださ
い。相談は１人30分程度で、予約が必要です。
出産経験がある人は、母子健康手帳をお持ちく
ださい。

［とき］月曜日～金曜日（祝日除く）の9:00～
12:00、13:00～16:00［ところ］保健センター

［問い合わせ先］保健センター( 656－0534)

「免疫力を高めるヨガ」をテーマに開催します。希
望日程を選んでお申し込みください。
[とき]▶64歳までの人＝８月30日㈭・９月６日㈭の各
日9:30～10:30▶65歳以上の人＝８月30日㈭・９月６
日㈭の各日11:00～12:00
[ところ]保健センター元気回復室 [対象]医師から運
動制限を受けていない市民 [定員]各日20人(先着）
[参加費]無料 [準備物]運動しやすい服装、タオル、
水分補給のための飲み物など
[申し込み方法]８月16日㈭以降に、保健センター(
656－0534）へ。

食後の自己血糖測定を実施し、将来の
糖尿病のリスクや予防法について、保健
師や管理栄養士が話します。若いうちか
ら糖尿病に関する知識を持つことはとて
も大切です。ぜひご参加ください。

［とき］８月27日㈪13:00～15:00
［ところ］保健センター会議室
［対象］50歳未満の市民 ［参加費］無料
［定員］20人（先着）［準備物］筆記用具
［申し込み方法］８月16日㈭以降に、保健
センター（ 656－0534）へ。

日本脳炎予防接種は、平成17年度から５年間、積極的な勧奨を差し控え
ていましたが、現在は通常通り受けられるようになっています。
対象は、１期が６カ月～90カ月（標準的な接種年齢は３歳）、２期は９

歳～13歳の誕生日の前 日々までの人です。
接種勧奨差し控えにより、接種の機会を逃した平成７年６月１日～平成
19年４月１日生まれの人は、20歳の誕生日の前 日々まで、定期予防接種と
して１期・２期（２期は１期接種を受けた９歳以上の人が対象)を受けら
れます。対象となる人は、委託医療機関で接種してください。
予診票は再発行できますので、母子健康手帳を持って保健センター（ふ
れあい健康館３階）へお越しください。
[問い合わせ先]保健センター（ 656－0540）

と
く
し
ま
健
康
ひ
ろ
ば

特定健康診査の受診を忘れずに

健診を受ける機会のない40歳未満
の人の糖尿病予防相談を実施

糖尿病予防大作戦
運動教室の参加者を募集

徳島市夜間休日急病診療所患者数

徳島市夜間休日急病診療所

健康教室「かくれ糖尿病をみ
つけよう」の参加者を募集

日本脳炎予防接種を受けましょう

徳
島
市
で
は
、が
ん
検
診
な
ど
を

12
月
20
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
時
に
は
必
ず
受
診
券（
対
象

者
に
送
付
済
み
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。ま
た
、転
入
な
ど
で
受
診
券
が

届
い
て
い
な
い
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
し
て
い
る
検
診
と
各
対
象
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
医
療
機
関
で
受
け
る
各
種
が
ん
検

診
な
ど
］▼
大
腸
が
ん
＝
40
歳
以
上

の
人
▼
前
立
腺
が
ん
＝
50
歳
以
上

の
男
性
▼
子
宮
頸（
け
い
）が
ん
＝

20
歳
以
上
で
本
年
度
中
に
偶
数
年

齢
に
達
す
る
女
性
▼
乳
が
ん（
要
予

約
）＝
40
歳
以
上
で
本
年
度
中
に
偶

数
年
齢
に
達
す
る
女
性
※
子
宮
頸

が
ん・乳
が
ん
は
60
歳
未
満
で
昨
年

度
未
受
診
の
人
も
対
象
▼
も
の
忘

れ
＝
40
歳
以
上
の
人
▼
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
＝
40
歳
以
上
の
人
で
、過
去
に

同
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

［
胃
が
ん・肺
が
ん
検
診
］40
歳
以
上

の
人
▼
平
日
検
診
＝
ふ
れ
あ
い
健

康
館
や
コ
ミ
セ
ン
で
検
診
車（
バ
ス
）

で
実
施
。場
所
や
日
時
は
受
診
券
に

記
載
▼
土
日
検
診（
要
予
約
）＝
徳

島
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー〈
（
６

７
８
）７
１
２
８
〉で
検
診
車（
バ
ス
）

で
実
施
▼
働
く
世
代
の
人
の
早
朝

ク
イ
ッ
ク
検
診（
要
予
約
）＝
徳
島

県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
内
で
７
時

30
分
か
ら
実
施
。所
要
時
間
約
20

分
。自
己
負
担
金
は
胃
が
ん
は
２
０

０
０
円
、肺
が
ん
は
１
０
０
０
円
で

す
。※
胃
・
肺
が
ん
検
診
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
受
診
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
役
所
１
階
や
各
支

所
に
あ
る
ち
ら
し
や
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］保
健
セ
ン
タ
ー

（
６
５
６
）０
５
３
０

◆
大
腸
が
ん
市
民
講
座
を
開
催

［
と
き
］９
月
９
日
㈰
13
時
30
分
～

［
と
こ
ろ
］ふ
れ
あ
い
健
康
館
１
階

［
内
容
］▼
講
演
①「
大
腸
が
ん
で
こ

ま
ら
な
い
～
早
期
発
見
の
た
め
の
検

診（
二
次
予
防
）と
一
次
予
防
」＝

講
師
は
岡
村
誠
介
さ
ん（
徳
島
市

医
師
会
大
腸
が
ん
検
診
委
員
）▼

講
演
②
「
最
近
の
大
腸
が
ん
治

療
」＝
講
師
は
山
崎
眞
一（
徳
島
市

民
病
院
外
科
総
括
部
長
）▼
体
験

談「
検
診
の
大
切
さ
」▼
が
ん
予
防

エ
ク
サ
サ
イ
ズ「
笑
い
ヨ
ガ
」体
験
教

室
～
笑
っ
て
免
疫
力
を
高
め
よ
う

～
＝
岩
野
沙
織
さ
ん（
笑
い
ヨ
ガ
認

定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

［
対
象
］市
民

［
定
員
］２
０
０
人（
抽
選
）

［
参
加
費
］無
料（
た
だ
し
、整
理
券

が
必
要
で
す
）

［
整
理
券
申
し
込
み
方
法
］は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、住
所
、名
前
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、８
月
31
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、徳
島

市
医
師
会「
大
腸
が
ん
市
民
公
開

講
座
」係〈
〒
７
７
０
｜
０
８
４
７

幸
町
３
｜ 

61  

（
６
２
５
）４
３

２
２
〉へ
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］徳
島
市
医
師
会

（
６
２
５
）４
６
１
７
、保
健
セ
ン

タ
ー
（
６
５
６
）０
５
３
０

10
月
1
日
か
ら

夜
間
休
日
急
病
診
療
所
の

診
療
受
付
時
間
が
変
わ
り
ま
す

［
問
い
合
わ
せ
先
］保
健
セ
ン
タ
ー

（
６
５
６
）0
５
２
9

9月30日まで 10月1日以降
月〜土曜日 19:30 〜 23:30 19:30 〜 22:30
日曜日・祝日
年末年始

9:00 〜 17:00
18:00 〜 23:30

9:00 〜 17:00
18:00 〜 22:30

■診療受付時間

■診療科目 小児科・内科
■電話（診療時間内） 622－3576※22:30
以降の病院案内は、消防局（ 656－1190）へ。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
大
腸
が
ん
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
〜



徳島市では、毎月2回（5日・20日）メールマガジンを配信しています。登録は徳島市ホームページ（http://www.city.tokushima.tokushima.jp/）から
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市
民
の
皆
さ
ん
に
徳
島
市
の
水
環

境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、自
主
的

な
環
境
保
全
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、徳
島
市
で
は
、環
境
講
座
「
飛

び
出
せ
！
ぶ
ら
り
エ
コ
カ
フ
ェ
～
水

か
ら
見
え
る
徳
島
の
環
境
」を
開
催

し
ま
す
。

ひ
ょ
う
た
ん
島
周
遊
船
を
利
用
し

た
水
辺
観
察
や
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
徳
島
の
水
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

講
座
修
了
後
に
は
、地
域
で
の
環

境
保
全
や
啓
発
活
動
に
携
わ
る

「
徳
島
市
環
境
リ
ー
ダ
ー
」に
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環
境
に
関
心
の
あ
る
人
や
徳

島
の
水
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た

い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

[

日
程
・
内
容]

全
６
回
。
下
表
参 

照
。

[

と
こ
ろ]

☆
＝
両
国
橋
北
詰（
水
際

公
園
内
）※
雨
天
の
場
合
は
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス

★
＝
ふ
れ
あ
い
健
康
館

[

対
象]

市
内
在
住
、在
学
、在
勤
の

18
歳
以
上
の
人
で
、で
き
る
だ
け
全

６
回
参
加
で
き
る
人

[

定
員]

20
人（
先
着
）

[

参
加
費]

無
料
（
た

だ
し
、
乗 

船
保
険
料 

１
回
２
０ 

０
円
×
２

回
分
が
必

要
）

[

申
し
込
み
方
法]

参
加
申
込
書（
市 

役
所
10
階
の
環
境
保
全
課
で
配
布
） 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、郵
送
ま 

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、環
境
保
全
課

〈
〒
７
７
０
ー
８
５
７
１

幸
町
２
ー

５

（
６
２
１
）５
２
１
０
〉へ
。

ま
た
、徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
電

子
申
請
」か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま 

す
。

◆
徳
島
市
環
境
リ
ー
ダ
ー
と
は

日
常
生
活
で
自
ら
環
境
保
全
の
取 

り
組
み
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、自 

発
的
に
市
民
に
環
境
保
全
の
取
り
組 

み
を
普
及
・
啓
発
す
る
こ
と
と
し
て
、 

市
に
登
録
手
続
き
を
行
っ
た
市
民 

で
す
。

活
動
は
、個
人
や
有
志
が
集
ま
っ

た
グ
ル
ー
プ
で
行
う
水
の
調
査
や
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、ま
ち
の
緑

化
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］環
境
保
全
課

（
６
２
１
）５
２
１
３

「
飛
び
出
せ
！
ぶ
ら
り
エ
コ
カ
フ
ェ

～
水
か
ら
見
え
る
徳
島
の
環
境
」

の
受
講
生
を
募
集

子
ど
も
た
ち
に
本
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
、読
書
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、図
書
館
で
は
毎
日
、さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、お
は
な

し
会（
毎
日
10
時
30
分
～
と
14
時

～
）が
中
心
で
す
が
、ほ
か
に
も
映

画
会
や
工
作
教
室
、体
験
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
５
日
㈬
か
ら
は
、０
歳
～
２

歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

子
育
て
支
援
講
座「
こ
そ
だ
て

ち

え
ぶ
く
ろ
」を
新
た
に
開
始
し
ま

す
。こ
の
講
座
は
１
セ
ッ
ト
３
回
で
、

家
庭
で
継
続
的
に
読
み
聞
か
せ
を

行
う
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
学
ぶ
も

の
で
、参
加

者
に
は
絵
本

や
Ｃ
Ｄ
な
ど

の
教
材
を
進

呈
し
ま
す
。今
後
継
続
的
に
開
催
し

ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
図
書

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、新
図
書
館
で
は
子

ど
も
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
回
数
が 

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

気
軽
に
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
多
数
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。９

月
の
お
は
な
し

の
へ
や

▼
１
日
㈯
10
時
30
分
～ 

11
時「
楽
し
い
朗
読
会
」、

14
時
～
14
時
30
分「
お
話
と
絵
本
」

▼
８
日
㈯
10
時
30
分
～
11
時
「
大

型
紙
芝
居
」、14
時
～
14
時
30
分「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
」▼
９
日
㈰
14
時

～
15
時
30
分「
こ
ど
も
映
画
会『
ウ

ォ
レ
ス
と
グ
ル
ミ
ッ
ト

野
菜
畑
で

大
ピ
ン
チ
！
』」▼
15
日
㈯
14
時
～

14
時
30
分「
お
話
と
手
遊
び
」▼
16

日
㈰
14
時
～
14
時
30
分「
絵
本
と

歌
」▼
20
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
・

14
時
～
14
時
30
分「
絵
本
だ
い
す

き
！
」▼
22
日
㈷
14
時
～
14
時
30

分「
お
ん
ぶ
と
抱
っ
こ
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
」▼
29
日
㈯
14
時
～
14
時
30
分

「
作
ろ
う
遊
ぼ
う
」（
対
象
は
４
歳
～

小
学
４
年
生
と
そ
の
保
護
者
20
人
※

要
申
し
込
み
）▼
第
１
火
曜
日
を
除

く
毎
週
火
曜
日
10
時
30
分
～
10
時
50

分
・
14
時
～
14
時
20
分「
あ
か
ち
ゃ

ん
の
プ
チ
お
は
な
し
会
」

琵
琶
に
親
し
む
つ
ど
い

「
文
ど
こ
ろ
に
て
月
を
愛
で
る
～

ま
よ
や
ま
に
さ
や
け
し
風
が
吹
き
そ

よ
ぐ
～
」と
題
し
て
、琵
琶
に
親
し

む
つ
ど
い（
琵
琶
の
演
奏
会
と
体
験

学
習
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

[

と
き]

９

月
29
日
㈯

13
時
～
19

時
※
琵
琶

の
演
奏
は

13
時
～
14
時
と
18
時
～
19
時
。各
回

定
員
50
人（
先
着
）

[

と
こ
ろ]

図
書
館
６
階
屋
外
テ
ラ
ス

[

出
演]

絃
翠
琵
琶
の
会（
げ
ん
す
い

び
わ
の
か
い
）

[

内
容]

薩
摩
、平
家
、筑
前
の
各
琵

琶
の
展
示
と
演
奏
を
行
い
、14
時
～

18
時
は
琵
琶
を
体
験
で
き
ま
す
。

[

入
場
料]

無
料

と
く
し
ま
の
創
業

応
援
フ
ェ
ア

県
内
の
創
業
動
向
や
創
業
事
例
な

ど
を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
ほ
か
、日
本

公
庫
総
合
研
究
所
の
出
版
し
た
書
籍

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

[

と
き]

９
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

[

と
こ
ろ]

図
書
館
６
階
会
議
室

市
立
図
書
館

［
所
在
地
］ア
ミ
コ
ビ
ル
５
・
６
階

（
元
町
１
）

［
開
館
時
間
］９
時
〜
21
時

［
休
館
日
］毎
月
第
１
火
曜
日

［
問
い
合
わ
せ
先
］

 （
６
５
４
）４
４
２
１

新
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
⑥

「
子
ど
も
向
け
サ
ー
ビ
ス
」

一寸法師

回数 日時 内容(テーマ：水と環境）

1 9/４㈫☆ 
19：00～20：30

「徳島の水環境について」 
水をめぐる課題

2 9/8㈯☆ 
9：30～12：30

「徳島の水に親しむ①」 
周遊船から水を調べよう

3 10/2㈫★ 
19：00～20：45

ワークショップ 
「水文化の再発見」

4 10/27㈯☆ 
9：30～12：30

「徳島の水に親しむ②」 
干潟の観察

5 11/13㈫★ 
19：00～20：45

ワークショップ 
「学習プログラム作り」

6 12/11㈫★ 
19：00～20：45

「徳島の水環境について」 
ワークショップと意見交換会

※野外体験は天候などにより内容を変更する場合があります

第27回国民文化祭・とくしま２０１２
市内開催のイベント紹介①

「第27回国民文化祭・とくしま2012」は、2007年に徳島県で開催された国民文化祭 
の５周年記念事業として位置づけられ、単に各文化団体の発表の場ではなく、例年開 
催されている各文化団体の事業をグレードアップさせるとともに、多くの人たちの参 
加を促す事業を実施し、「ひとづくり」「伝統文化の継承」「地域の活性化」を図ってい 
く新しい形の国民文化祭です。

今回の国民文化祭は、県内各地で長期にわたって開催されます。今号から４回に分 
けて、徳島市内で開催されるイベントを紹介します。ぜひ参加して、「あわ文化」の魅 
力を再発見してください。
[問い合わせ先]文化振興課（ 621−5178）、第27回国民文化祭徳島県実行委員会（
621−2114）

事業名 日時 場所 入場料 問い合わせ先

オリジナルミュージカル
「おばあちゃんの阿波おどり」 8/26㈰18：00～21：00 あわぎんホール 有料

徳島ミュージカル劇団
ぴいたあぱん

（ 090−3782−3162）
阿波藍アートプログラム
I am 藍，We are 藍

（移動展示・市内開催のみ）

9/1㈯13：00～19：00 文化の森
無料

第27回国民文化祭
徳島県実行委員会事務局

（ 621−2343）9/30㈰10：00～16：00 あわぎんホール
前広場

阿波藍×未来形プロジェクト
「このまちの色」展

9/1㈯～17㈷9：30～17：00
（9/1のみ18:40～21：00）
※9/3・10は休館日。オープニン
グセレモニーは9/1㈯18：00～
18:40

21世紀館 無料
第27回国民文化祭徳島県
実行委員会事務局

（ 621−2343）

徳島彫刻集団50周年記念 
「野外彫刻展」 9/2㈰～10/19㈮ 徳島中央公園 無料 徳島彫刻集団

（ 632−3275）

大正琴アンサンブルの祭典 9/9㈰10：00～15：45 あわぎんホール 無料 琴伝流大正琴全国普及会 
（ 0265−81−7500）

平成24年度全国現代クラフト展
▶展示＝9/14㈮～16㈰
9：00～17：00（最終日のみ
16：00）▶講演会＝9/14㈮
10：30～12：30

あわぎんホール 無料
徳島現代クラフト協会
事務局

（ 668−2001）

市民演劇「あい しり そめて～
ある藍染師の生涯～」

9/15㈯18：30～20：30、
16㈰13：30～15：30 文化センター 有料 文化センター

（ 653−2185）
第15回阿波人形浄瑠璃芝居
フェスティバル

9/29㈯～30㈰10：00～
18：00 あわぎんホール 有料 (財)徳島県文化振興財団

（ 622−8121）
※詳細は各主催団体へお問い合わせください。

7月の予約ランキング
一般図書

ひなこまち
畠中 恵／著 新潮社
鍵のない夢を見る
辻村 深月／著 文藝春秋
ケルベロスの肖像
海堂 尊／著 宝島社
ナミヤ雑貨店の奇蹟
東野 圭吾／著 角川書店
ビブリア古書堂の事件手帖 3巻
三上 延／著 アスキー・メディアワークス

児童図書
かいけつゾロリはなよめとゾロリじょう
原 ゆたか／さく  え ポプラ社
100かいだてのいえ
いわい としお／作 偕成社
こびとづかん
なばた としたか／さく 長崎出版
ありとすいか
たむら しげる／作  絵 ポプラ社
地獄
宮 次男／監修  風涛社
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徳島市の広報番組「マイシティとくしま」（四国放送：毎週日曜日※第5日曜日を除く 11：50～）「徳島市NOW」（ケーブルテレビ徳島：毎日 10：00～/18：30～/22：00～）

徳
島
市
で
は
、
将
来
像
「
心
お
ど

る
水
都
・
と
く
し
ま
」
の
実
現
に
向 

け
て
、
水
と
と
も
に
発
展
し
た
ま
ち

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

「
心
お
ど
る
水
都
バ
ス
（
愛
称
・
ト

ク
シ
ィ
バ
ス
）」
を
市
バ
ス
の
路
線 

で
運
行
し
て
い
ま
す
（
運
行
ス
ケ
ジ 

ュ
ー
ル
は
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

バ
ス
の
外
装
を
、水
都
の
シ
ン
ボ 

ル
で
あ
る
＂ひ
ょ
う
た
ん
島
＂の
イ 

ラ
ス
ト
や
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ
の
ト

ク
シ
ィ
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
る
ほ

か
、乗
車
口
や
降
車
ボ
タ
ン
、天
井

な
ど
に
、ト
ク
シ
ィ
の
イ
ラ
ス
ト
を

ふ
ん
だ
ん
に
配
し
た
特
別
仕
様
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
内
に
は
、
本
市
と
Ｎ
Ｐ 

Ｏ
法
人
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
と
の
協
働 

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
水
辺

の
夢
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
昨
年
の
受
賞 

作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ト
ク
シ
ィ
バ
ス
に
乗 

車
し
て
、
水
都
徳
島
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
水
都
の
未
来
へ
思
い
を
は
せ 

て
み
ま
せ
ん
か
。

水
辺
の
夢
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
！

水
都
徳
島
の
未
来
像
を
ア
ー
ト
を

通
じ
て
考
え
る
「
水
辺
の
夢
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
応
募
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

新
町
川
と
助
任
川
に
囲
ま
れ
た

ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
の
「
水
辺
が

将
来
ど
ん
な
風
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

か
」、「
水
辺
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

れ
ば
楽
し
い
か
」
を
、
自
由
に
表
現 

し
て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

［
応
募
作
品
］
水
彩
画
、
油
絵
、
水
墨

画
、
粘
土
、
版
画
、
彫
刻
、
貼
り
絵
、

模
型
、
写
真
、
動
画
な
ど
、
ど
ん
な

形
・
素
材
で
も
結
構
で
す
。
紙
素
材

を
使
用
の
場
合
は
八
つ
切
り
サ
イ
ズ

以
上
。
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
を
対
象

と
し
た
作
品
に
し
て
く
だ
さ
い
。
エ

ン
ト
リ
ー
は
無
料
で
す
。
な
お
、
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

［
応
募
方
法
］
応
募
用
紙（
市
役
所
８ 

階
の
企
画
政
策
課
・
1
階
総
合
案
内 

窓
口
で
配
布
）
に
、
名
前
、年
齢
、住 

所
、作
品
紹
介
文
を
記
入
し
、制
作
し 

た
作
品
に
添
え
て
10
月
19
日
㈮
ま
で 

に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
「
水
辺
の
夢
コ
ン
テ 

ス
ト
」
事
務
局
（
〒
７
７
０
ー
０
９ 

４
１

万
代
町
５
ー
71
ー
４

第
二

倉
庫
）へ
。応
募
点
数
に
制
限
な
し
。

［
賞
］
▼
最
優
秀
賞
（
高
校
生
以
上
）

１
人
＝
３
万
円
相
当
の
賞
品
ま
た
は

金
券
▼
最
優
秀
賞
（
中
学
生
以
下
） 

１
人
＝
１
万
円
相
当
の
賞
品
ま
た
は

金
券
※
そ
の
ほ
か
部
門
賞
あ
り

全
て
の
応
募
作
品
を
、
10
月
下
旬

に
万
代
中
央
ふ
頭
で
開
催
す
る
「
ア

ク
ア
・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」

で
展
示
す
る
ほ
か
、
入
賞
作
品
は
市

役
所
や
ト
ク
シ
ィ
バ
ス
で
も
展
示
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
徳
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スポーツ教室の受講生を募集します
平成24年度（前期）スポーツ教室の空き教室（下表）の受講

生を募集します。いずれの教室も、前期受講生は継続して10月
からの後期も受講できます。
［託児］★がついた教室では、１～６歳児を対象に託児を実施しま
す。託児料金１回300円が必要です。
［駐車場］市立体育館教室・西の丸テニス教室を受講する人で駐車
場をご利用の場合は、別途駐車料金が必要です。
［申し込み方法］▶市立体育館教室・西の丸テニス教室＝市立体育館（ 654－5188）▶海洋
センター教室・青少年交流プラザ教室＝徳島市Ｂ＆Ｇ海洋センター（ 662－4535）
※１回500円でおためし受講ができる「ワンコインレッスン」を実施しています。参加には
予約が必要です。詳しくはお問い合わせください。
市立体育館教室
曜日 ID 教室名 時間 募集人数 対象 受講料

月 1 すくすくベビー&ママ講座（ラッココース） 10:00〜10:45 15組 首がすわった頃から自立歩行
できるまでの子どもと保護者 800円×残回数

2 ベビーマッサージ&ママの為のリフレッシュ講座 10:00〜11:15 12組 はいはい前の子どもと保護者 1,000円×残回数

火 7 親子スポーツ A ★ 10:30〜11:45 10組 2歳・3歳と保護者 650円×残回数
8 四季のガーデニング（秋コース） 13:30〜15:00 20人 18歳以上 2,000円×参加回数

水 14 親子スポーツ  B ★ 10:30〜11:45 15組 2歳・3歳と保護者 650円×残回数
15 楽しい!フラダンス ★ 10:30〜11:30 15人 18歳以上 1,000円×残回数

木

19 ボディコンディショニング ★

10:15〜11:45

3人

18歳以上の女性 600円×残回数20 エンジョイスポーツ ★ 15人
21 バレーボール （中級）★ 5人
22 はじめてバドミントン ★ 13人
23 健康ヨーガ A ★ 10:30〜11:45 10人 18歳以上 1,000円×残回数
28 ジュニア球技 B 16:45〜18:00 5人 小学生 600円×残回数
29 健康ヨーガ B 20:00〜21:15 10人

18歳以上
1,000円×残回数

30 アロマテラピー講座 （秋コース） 20:00〜21:00 15人 1,500円×参加回数
31 はじめてランニング 20:00〜21:00 5人 600円×残回数

金

32 バドミントン B ★ 10:15〜11:45 14人 18歳以上の女性 600円×残回数34 ダイエットエアロ ★ 10:30〜11:30 5人
18歳以上35 はじめて太極拳 （初級） ★ 13:00〜14:00 10人 1,000円×残回数

36 すこやか太極拳 （中級） ★ 14:15〜15:15 10人 1,000円×残回数

西の丸テニス教室
曜日 ID 教室名 コース 時間 募集人数 対象 受講料
月 41 テニスA 初心者〜初級 9:30〜11:00 6人 18歳以上 600円×残回数

火

43 ソフトテニス A ★ 初心者〜上級 10:15〜11:45 8人
18歳以上

600円×残回数
44 テニス C ★ 初心者 13:30〜15:00 3人
45 テニス D ★ 初級〜中級 10人
46 ジュニアテニス A 経験者 16:30〜18:00 6人 小4〜小6年生
47 ジュニアソフトテニス A 経験者 10人 小2〜中3年生

水

49 テニス E ★ 初級 10:15〜11:45 5人 18歳以上

600円×残回数
50 テニス F シニア初級 3人 55歳以上
51 テニス G ★ 初級 13:30〜15:00 3人 18歳以上52 テニス H ★ 中級〜上級 3人
53 ジュニアテニス B 初心者〜経験者 16:30〜18:00 4人 小1〜中3年生

木
58 テニス K ★ 初級 13:30〜15:00 5人 18歳以上

600円×残回数59 テニス L シニア初級 7人 55歳以上
60 ジュニアソフトテニス B 初心者〜経験者 16:30〜18:00 11人 小1〜中3年生

金 61 ソフトテニス B ★ 初心者〜上級 10:15〜11:45 8人 18歳以上 600円×残回数62 テニス M ★ 中級〜上級 13:30〜15:00 8人
海洋センター教室
曜日 ID 教室名 時間 募集人数 対象 受講料

水 69 ミセスエンジョイスポーツ 10:30〜11:30 9人 18歳以上の女性 600円×残回数70 キッズテニス 15:30〜16:30 3人 4歳・5歳
青少年交流プラザ教室
曜日 ID 教室名 時間 募集人数 対象 受講料

火
78 リラックスヨーガ A 10:00〜11:15 4人 18歳以上 1,000円×残回数
79 キッズリズムダンス 15:30〜16:30 6人 4・5歳 600円×残回数
80 リラックスヨーガ B 19:30〜20:45 6人 18歳以上 1,000円×残回数

とくしま植物園 教室の参加者を募集
  園芸教室（秋コース）

講習日
内 容 定員・参加費

１班 ２班
9/12㈬ 9/13㈭ 残暑を楽しむ水辺の植物

各25人（抽
選）。6,000円

（５回分）

9/26㈬ 9/27㈭ 秋色のコンテナガーデン

10/10㈬ 10/11㈭ 自然素材を使ったガーデニング 
支柱の立て方

10/31㈬ 11/1㈭ 見て楽しく味わえる寄せ植え
11/7㈬ 11/8㈭ 病害虫の予防と花を楽しむせん定

時間は１班＝10:00～12:00、２班＝13:00～15:00

  押し花教室（秋コース）
講習日 内 容 定員・参加費
9/11㈫ 美しい押し花の作り方

15人（抽選）。4，000円（３回分）9/25㈫ 花瓶を使ったアレンジ
10/2㈫ 額の密閉と仕上げ

※時間は１０：００～１２：００

   サタデー☆サンデー教室（フラワーアレンジメント教室）
講習日 内 容 定員・参加費
9/8㈯ 敬老の日のアレンジメント 19人（抽選）。2，000円 

※時間は１０：3０～１２：3０

［ところ］とくしま植物園緑の相談所
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［申し込み方法］いずれもはがきに、
教室名、住所、名前、電話番号を書
いて、８月25日㈯（必着）まで
に、とくしま植物園緑の相談所（〒
771－4267 渋野町入道45－１ 636－3131）へ。徳島
市ホームページ「電子申請」からも申し込みできます。

［
問
い
合
わ
せ
先
］企
画
政
策
課

（
６
２
１
）５
０
８
５

心おどる水都バス
「トクシィバス」を
運行しています！

ぜひ乗って
くださいね♪
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中央公民館の講座受講生を募集します
［対象］市内在住・在勤・在学の18歳以上の人
［申し込み方法］次の①②いずれかの方法で申
し込んでください。
①所定の用紙に必要事項を記入し、直接中央
公民館で申し込む。
②各地区公民館・中央公民館にある要項に付
いているはがき（50円分の切手を貼付）に希
望講座名、住所、名前、性別、電話番号など
を書いて、中央公民館（〒770−0851 徳島
町城内２−１ 625−1900）へ。
［申し込み締め切り日］8月30日㈭（必着）
※応募多数の場合は抽選

←もらえる などです。
市街化調整区域内の農地

で、借り手は経営規模の拡大
を志向する農家

貸し手・借り手の印鑑、貸
借する土地の登記事項証明書
を持って、９月３日㈪～11日
㈫までに農業委員会事務局
（市役所３階 621−5393）へ

不動産の公売を実施します
９月11日㈫13:30～14:00
徳島合同庁舎４階会議室

（新蔵町１) ▶鷹匠町1丁
目24番２・24番３(宅地・
87.73平方㍍)▶鷹匠町1丁目
24番地 (店舗・鉄筋コンクリ
ート造陸屋根５階建て･１階
～４階各65.40平方㍍、５階
52.70平方㍍) 最低公売価額
＝5,700,000円

徳島滞納整理機構( 654−
7590）

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール 
開催日 キックオフ 対戦チーム
8/22㈬ 19:00～ 湘南ベルマーレ
9/2㈰ 18:30～ モンテディオ山形
鳴門・大塚スポーツパーク

ポカリスエットスタジアム
企画政策課（ 621−5085）

9月の
無料相談

市内在住の人を対象に、
さまざまなお悩みや疑問
にお答えする無料の相談
窓口があります。

■生活の相談 ■こころの相談 ■からだの相談 （ ）内は対象

暮らしの相談（市内在住の人）
◆さわやか窓口相談室（市役所1階） 621ー5200・
5129
弁護士（注1） 12・19・26日㈬ 13:00 〜 16:00
行政相談委員（注2） 3日㈪ 13:00 〜 15:00
土地家屋調査士 6・20日㈭ 10:00 〜 12:00
司法書士 毎週月･金曜 10:00 〜 12:00
行政書士 毎週火曜  10:00 〜 12:00
住まいづくり 27日㈭ 10:00 〜 13:00
社会保険労務士（年金相談） 13日㈭ 13:00 〜 16:00
心配ごと（相続・離婚など） 毎週月〜金曜 9:00 〜 15:30
交通事故 毎週月〜金曜 9:00 〜 15:30

（注1）弁護士相談は予約制で9月5日㈬8:30から電話でのみ予約   
受け付け。各日9人(先着)で1人20分以内。

（注2）行政相談委員相談はふれあい健康館1階相談室でも実施。
［日時］9月19日㈬13:00〜15:00

労働・職業相談（市内在住の人）
◆経済政策課（市役所3階） 621ー5225
労働相談（注3） 11・25日㈫ 13:00 〜 15:00
職業相談（注4） 6・20日㈭ 13:00 〜 15:00

（注3）徳島県労働者福祉協議会の職員による労働問題全般の相談。
（注4）徳島商工会議所の職員による求職や就職に関する相談。

消費生活相談（市内在住の人）
◆消費生活センター（アミコビル3階） 625ー2326

消費生活相談 10:00 〜 18:00（受け付けは17:00
まで）  ［休］火曜、祝日、年末年始

女と男生き方相談（市内在住・在勤・在学の人）
◆女性センター（アミコビル4階） 624ー2613
一般相談・カウンセリング

［電話・面談（要予約）］
10:00 〜 17:00

［休］日曜、火曜、祝日、年末年始
夜間相談 

［電話、面談ともに要予約］
5・12・19日㈬ 18:00 〜

20:007・14・21日㈮
※託児あり（1歳〜就学前まで。無料。要予約）

人権相談（市内在住の人）
◆人権推進課相談室（市役所2階） 621ー5040・5169
人権相談 4・18日㈫ 13:30 〜 16:00

医師による相談（市内在住の40歳以上の人）
健康相談・禁煙支援相談 11日㈫ 13:00 ～ 15:00 ［要予約］

656 ー
0534

もの忘れ予防相談 19日㈬   9:30 ～ 11:30
歯科医師相談 20日㈭ 13:00 ～ 15:00
糖尿病予防相談 25日㈫ 13:00 ～ 15:00

保健師による相談（市内在住の人）

健康相談 毎週月
〜金曜

  9:00〜12:00
13:00〜16:00

［要予約］成人相談 656ー0534
母子相談 656ー0532

管理栄養士による相談（市内在住の人）
生活習慣改善
予防栄養相談

毎週
水曜

  9:00〜12:00
13:00〜16:00

［要予約］
656ー0534

健康運動指導士による相談（市内在住の人）

運動相談 10・24日㈪ 10:00 〜 11:00
13:00 〜 14:00

［要予約］
656ー0534

歯科衛生士による相談（市内在住の人）

歯科保健相談 毎週水・
金曜

  9:00 〜 12:00
13:00 〜 15:00

［要予約］
656ー0534

◆からだの相談は全て保健センター（ふれあい健康館内）

８月15日は終戦記念日です
８月 15 日、67 回目の終戦記念日を迎えました。ことし

も、眉山の木々が豊かに茂り、街には汗を拭いながら行き
交う人々や、新町川の水際公園で水遊びをする子どもたち
の姿が見られます。しかし、今から 67 年前の夏、徳島の街
並みは、恐ろしい光景に覆われました。昭和 20 年７月４
日、徳島大空襲により旧市内の大半が焦土と化し、多くの
人々が犠牲となったからです。今や戦争体験のない世代が
増え、徳島市が一夜にして焼け野原となった徳島大空襲を
知らない人たちが増えています。

終戦記念日を迎えた今日、この戦争で犠牲となった人々
のご冥福を心からお祈りするとともに、一人一人が平和へ
の誓いを新たにしましょう。
[ 問い合わせ先 ]総務課（ 621−5017）

テレビトクシマのデータ放送で市政情報を発信
市では、8月からテレビトクシマのデータ放送サービス

（地上デジタル放送対応のテレビを使って、リモコン操作で
文字情報を得ることができる無料のサービス）を活用し、市
政情報を発信しています。24時間いつでも見ることができま
すので、ぜひご活用ください。

視聴方法は、①デジタルテレビのリモコン11
ボタンで、ちゃんねるトクシマ（111ｃｈ）を
選局②リモコンの「ｄボタン」を押す（右参
照）③データ放送が表示されたら、画面右下の
新着情報にある「くわしいお知らせ」を選択

市政の主な事業やお知らせ、イベント情報などを毎月第
１・３・５木曜日に更新します。行政情報のほかに、ごみ収
集日、休日夜間当番医などの情報もご覧になれます。

広報広聴課（ 621−5091)

■成人大学講座 
（後期：9月下旬から全15回）受講料7,500円

曜日 講座名 定員 時 間

月
写真を楽しむ 30

10:00～11:30
日本画 25
水墨画 25 13:00～14:30

水

絵手紙Ａ 30 9:30～11:30
絵手紙Ｂ 30 13:30～15:30
たのしい書 20 13:30～15:00
やさしい英会話 20 14:00～15:30

木

ペン習字 30 9:30～11:30
薬草と健康 30

10:00～11:30
謡・仕舞をたのしもう 20
木曜茶道 15 13:00～15:00
洋画 20

18:30～20:30
初歩の英会話 30

金

表装A 20 9:30～11:30
表装B 20 13:00～15:00
プリザーブドフラワー 20

13:30～15:30
木彫 15
書道を楽しむ 20 14:00～15:30

土
煎茶 20

9:30～11:30
なんとかなりそう中国語 20
ＴＯＥＩＣ英語 20 10:00～11:30

■長期市民講座 
（後期：9月下旬から全15回）受講料7,500円

曜日 講座名 定員 時 間

月
三味線 40 13:00～15:00
月曜カラオケ 60 13:30～15:30
エアロビクスダンス 60 18:30～20:30

水

社交ダンス 40
10:00～12:00

骨盤ストレッチ 25
南京玉すだれ 25 13:30～15:30
フォークダンス 30 18:30～20:30

木 機能改善フィットネス 40 10:00～12:00

金

みんなのヨーガ 35 9:30～11:30
ハワイアン・フラ 40 10:00～12:00
太極拳 40

18:30～20:30
健康ヨーガ体操 30

土 初歩の太極拳 30 13:30～15:30
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不用品活用
【譲ります】品名（使用年数）
▷電動マッサージ機（8年）▷ベビーバス

（10年）▷組みひも用教材一式（10年）▷
木製ロフトベッド（10年）▷女児制服冬
用スカート130A（未使用）※全て無償

【譲ってください】▷電子ピアノ▷ＤＶＤ
レコーダー▷一輪車
［申し込み方法］はがきに、希望の品（１人
１枚１品目）、住所、名前、電話番号を記
入し、８月23日㈭（必着）までに、消費生
活センター（〒770−0834 元町１−24）
へ。同24日㈮に抽選を行い、当選者だけに
ご連絡します。
※掲載品以外で譲ってほしいもの、譲りた
いものがある人はお電話ください。
［問い合わせ先］消費生活センター（ 625－
2326 火曜・祝日は休み）

9月の
子育て施設インフォメーション

在宅育児家庭相談室【津田保育所「あっぷ」】
662−0246 土・日・祝日休み

◆子育て講座「子どもの食事について」
［とき］９月５日㈬10:00～11:00
◆親子の広場「ママと赤ちゃんのふれあいあそび」
［とき］９月13日㈭14:00～14:30
◆親子の広場「運動あそび」
［とき］９月21日㈮10:45～11:15
在宅育児家庭相談室【国府保育所「あいあい」】

642−3656 土・日・祝日休み
◆子育て講座「応急手当と防災」
［とき］９月13日㈭10:30～11:30
◆保健師さん・栄養士さんの個別相談 ※要予約
［とき］９月19日㈬10:00～12:00
◆子育て講座「ママと楽しむふれあいあそび」
［とき］９月24日㈪10:30～11:30

【親子ふれあいプラザ（ふれあい健康館１階）】
657−0065 月曜日休館 開館時間9:00～18:00

（日・祝日は16:00まで）
▷おじいちゃん、おばあちゃんのプレゼント作り★＝
11日㈫10:30～11:20▷子育てカウンセリング※＝
12日㈬10:30～15:00▷子育てセミナー「絵本とわら
べうた」＝14日㈮10:30～11:40▷お誕生パーティー

（９月生まれ）※＝26日㈬10:30～11:20
※は要予約。★は先着30人

【子育て安心ステーション（アミコビル５階）】
654−4460  火曜日休館  開館時間10:00～17:00

▷ママのリフレッシュ講座※★＝５日㈬10:30～
11:30▷パパとふれあい講座※★＝９日㈰10:30～
11:30▷骨盤ケア講座※☆＝20日㈭14:00～15:00▷
食育講座※◇＝28日㈮10:30～11:30▷０歳からの
コンサート＝30日㈰10:30～11:30
※は要予約。★は１～２歳児とその保護者８組。
☆は妊娠中～産後の人７人。◇は生後５～６カ月児
とその保護者８組。

６日㈯・13日㈯各日18:00～
21:00

往復はがき（１枚につき１
台）に「夜の動物園駐車申し
込み」と明記の上、〈希望日/
申込者の住所/名前/電話番
号/返信宛名〉を書いて、８月
25日㈯（必着）までに、とく
しま動物園（〒771−4267
渋野町入道22−１ 636−
3215）へ。 応募多数の場合
は抽選。重複申し込みは不
可。予約を受け付けた人には
返信はがきで駐車整理券を送
付します。

徳島ファミリー・サポート・
センター提供会員

徳島ファミリー･サポート･
センターは、子育て中の家族
が安心して子育てと仕事を両
立できるよう、保育所の送迎
や預かりなどの｢援助を受け
たい人｣(依頼会員)と｢援助を
行いたい人｣(提供会員)が互
いに助け合う会員組織です。
センターでは、依頼会員･提
供会員とも常時募集していま
すが、特に提供会員を募集し
ています。提供会員にはどな
たでもなれますが、24時間程
度の講習会受講が必要です。
▶出張説明登録会を実施

８月30日㈭13:00～17:00
ふれあい健康館１階きっかけ
空間 印鑑 ・ 写真（４㌢×３
㌢）２枚

内容など詳しくはお問い合
わせください。

同センター( 611−1551)

催  し

ニュースポーツのつどい
 
 
 
 
 

８月25日㈯9:00～12:00
内町小学校体育館・グラウ

ンド（直接会場へお越しくだ
さい） ペタンクとカローリ
ング 市民 カローリング参
加者は体育館シューズ

スポーツ振興課( 621−5427)

交通エコライフキャンペーン
８月26日㈰10:00～15:00
徳島こども交通公園（南内

町１） ボンネットバス体験
乗車、アンパンマンバスで撮
影会、バスの車体にお絵かき
体験などを実施

県交通戦略課( 621−2686)

おしらせ

学生の選挙権行使には現在
の居住地への住民票移動を

学生の「住所」は、修学地
（現在の居住地）です。住民
票を郷里に残したまま、寮や
下宿などに居住している学生
が選挙権を行使するために
は、修学地に住民票の移動を
してください。

選挙管理委員会事務局
（ 621−5373）

川内循環バスの
ダイヤが改正されます

川内循環バスのダイヤ改正
を９月１日㈯から実 施しま
す。新しい時刻表は、川内循
環バス車内や徳島駅前バス案
内所に設置しています。

地域交通課( 621−5535)、
徳島バス( 622−1811)

住宅リフォーム費用を
補助します

平成23
年７月１
日以前か
ら引き続
き市に住
民登録し
ている
( 外 国 人
を含む)市税を滞納していな
い人が、市内に所有し自ら居
住している住宅

対象となる工事は▶市内に
本社・本店を有する施工業者
または市内に住所を有する個
人の施工業者が行う工事▶補
助金の交付決定日(10月を予
定）以降に着手し、平成25年
２月28日までに完了かつ工事
費用の支払いを終える工事▶
工事費用が30万円以上 な
どです。

補助金額は、補助対象工事
費(消費税を含む)の20％(上
限20万円)です。

住宅課や各支所にある事前
申込書に必要事項を記入の
上、８月24日㈮までに直接、
住宅課(市役所４階 621−
5288)へ(郵送不可)。申し込
み多数の場合は抽選。

児童扶養手当の現況届を提出
してください

児童扶養手当を受給してい
る人は、現況届の提出が必要
です。下表の日程・場所および
子育て支援課（市役所南館２
階）で受け付けます。

月 日 場 所 月 日 場 所

8/16㈭ 川内 
公民館 8/23㈭ 加茂 

コミセン

8/17㈮ 南井上 
コミセン 8/24㈮ 沖洲 

コミセン

8/20㈪ 津田 
コミセン 8/27㈪ 勝占中部 

コミセン

8/21㈫ 加茂名 
コミセン 8/28㈫ 上八万 

支所

8/22㈬ 八万中央 
コミセン

時間はいずれも 
10:00～15:00

通知書・印鑑（朱肉使用）・
手当証書・そのほか必要書類
(該当者のみ)などを持って、
８月31日㈮までに、子育て支
援課( 621−5194)または、上
表の場所へ

農地の貸し借りの申し出を
受け付けます

市では農業経営基盤強化促
進法による農地の貸し借り
(利用権設定)の申請を受け付
けています。

利用権設定の主な特徴は▶
農地法の許可が不要▶契約期
間が過ぎれば離作料を支払う
ことなく必ず農地を返して →

募  集

給与支給明細書と給与
袋への広告掲載

市職員に配布する「給与支
給明細書」と「給与袋」に広
告を掲載する事業者を募集し
ます。広告媒体は①給与支給
明細書＝カット紙、Ａ５サイ
ズ②給与袋＝連続用紙、縦
４.５インチ×横10.５インチ
（両用紙とも裏面に広告掲
載）。広告掲載期間は10月～
平成25年９月の計15回。配布
枚数は１回当たり約2,800
枚。広告主は、広告掲載料の
ほか、給与支給明細書と給与
袋の作成に係る一切の費用を
負担していただきます。募集
概要など詳しくは、市ＨＰを
ご覧ください。

８月20日㈪までに、所定の
申込書で人事課（市役所７階

621−5027）へ

市立保育所の臨時保育士
市立保育所に勤務する平成

24年度の臨時保育士を若干名
募集します。随時採用で日給

7,550円です。
保育士証を持つ人
履歴書を持って、保育課（市

役所南館２階 621−5195)へ

ガラス工芸体験
９月２日㈰
徳島ガラス

スタジオ（勝
占町中須）
▶吹きガラス
体験＝9:30～
11:45 15歳以上(中学生を除
く) ６人(先着) 2,500円
※８月20日㈪から電話で受け
付け
▶サンドブラスト体験＝13:00
～17:00 1,000円～1,500円
※当日受け付け(15:30まで)

同スタジオ（ 669−1195）

夜の動物園で駐車場を利用
する場合は予約が必要です

とくしま動物園で開催され
る「夜の動物園」では、開催
日当日の混雑を避けるため、
駐車場を利用される人は予約
申し込みが必要です。

９月22日㈯・29日㈯、10月

ふれあい健康館
短期特別講座

はがき(１枚
１講 座 ) に〈 講
座名/住所/名前
/性別/年齢/電
話番号〉を書い
て、講座開始日
の７日前(必着)
までに、 ふれあ
い 健 康 館 ( 〒
770 −8053 沖
浜東２−16
657−0194)へ
★電子申請可

日時 講座名 定員、受講料、準備物

8/31㈮ 
13:15～15:15

40歳からの
アンチエイジング

25人(抽選)。受講料
500円。バスタオル、飲
み物。

9/6㈭・10/4㈭ 
10:00～11:30 タオル体操

25人(抽選)。受講料
1,000円（2回分）。バス
タオル、飲み物。

9/7～12/14 
毎週金曜日 
15:45～16:30

こどもリトミック
3〜5歳児15人(抽選)。
受講料5,000円（10回
分）。材料費500円。動
きやすい服装、飲み物。

9/12～10/24 
第2･4㈬ 
18:30～20:30

アロマテラピー

25 人 ( 抽 選 ) 。受 講 料
2,000円（4回分）・材料
費1回300円程度。フェ
イスタオル、バスタオル
各1～2枚。

9/19㈬ 
10:00～12:00

身近なくらしの
法律知識

「遺言について」
60人(先着)。筆記用具。
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徳
島
市
が
認
定
す
る「
と
く
し
ま
I
P
P
I
N
メ
ニ
ュ
ー
」と
、ブ
ラ
ン
ド
食
材
の
豆
知
識
を
ご
紹
介
！

すだちコロッケ

下
助
任
町
の
徳
島
藩
主
蜂

須
賀
家
墓
所（
興
源
寺
）に
は
、

家
祖
正
勝
と
13
代
藩
主
斉
裕
ま

で
の
歴
代
藩
主
の
墓
が
あ
り
ま

す
。藩
祖
家
政
が
徳
島
城
内
に
設

け
た
菩
提
寺（
福
聚
寺
）を
２
代

藩
主
忠
英
が
現
在
の
場
所
に
移

し
、興
源
寺
と
改
め
ま
し
た
。

蜂
須
賀
家
墓
所
は
、興
源
寺

の
ほ
か
に
万
年
山
墓
所（
佐
古
山

町
）が
あ
り
、10
代
藩
主
重
喜
が

万
年
山
墓
所
を
開
い
て
以
降
、興

源
寺
は
遺
髪
の
拝
み
墓
、万
年

山
は
埋
葬
墓
と
い
う
両
墓
制
に

よ
る
祭
祀（
さ
い
し
）が
行
わ
れ

ま
し
た
。

興
源
寺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
墓
塔
が
建
ち
並
び
、中
で
も
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
忠
英
の
墓
塔

歴
代
藩
主
を
祭
る
墓
所

10

（
写
真
）は
高
さ
４
・
２
㍍
で
、無

縫
塔
で
は
日
本
最
大
級
で
す
。

興
源
寺
墓
所
は
昭
和
60
年
か

ら
助
任
緑
地
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。平
成
14
年
に
は
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

興
源
寺
を
訪
れ
た
男
性
は

「
歴
史
好
き
で
万
年
山
墓
所
に
も

行
き
ま
し
た
。静
か
で
息
抜
き
に

最
適
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

［問い合わせ先］
文化振興課（�621－5314） ［問い合わせ先］農林水産課（�621－5246）

スダチ食材メモ

●このメニューが食べられる「とくしまIPPIN店」
居酒屋 集 =写真提供 蔵本町2 �632ー6439

10
徳島藩主

蜂須賀家墓所（興源寺）

●材料[4人分]
ジャガイモ・・・300g
サトイモ・・・100g
玉ネギ・・・1個
ニンジン・・・1/2本
スライスベーコン・・・2枚
スイートコーン・・・50g
スダチ・・・1個
塩・こしょう・・・少々
小麦粉・卵・パン粉・・・各適量
揚げ油・・・適量

豊かな香りと酸味で料理を引
き立ててくれるスダチは、徳島名
産品の代表格。全国の生産量の
およそ98％を徳島県で生産して
います。
ビタミンCやクエン酸が豊富

で夏バテ予防にピッタリ。また
2006年に徳島大学の研究チー
ムが、スダチの絞りカスに血糖
値の上昇を抑える効果があると
発表しました。果汁だけでなく、
輪切り、すりおろしなどで、果皮
もいただくのがお勧めです。

ジャガイモは皮付きのままゆ
でて、皮をむいてつぶす。
サトイモは甘辛く煮っころがし
にする。
玉ネギ、ニンジンは粗みじん切
りにし、スライスベーコンは
5mm角に切る。
③を炒めて塩こしょうする。
スダチは皮ごとすりおろす。
①～⑤を混ぜて丸める。
小麦粉、卵、パン粉の順に付け
て油でカラッと揚げる。

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦

●作り方

県道30

助任小学校

春日神社

コンビニ
エンスストア

スーパー

東南海・南海地震などに備え、
多家良地区の市民総合防災訓練
が7月29日、宮井小学校で行われ
ました。参加者は、救出・搬送、資
機材取り扱い、応急処置などのグ
ループに分かれ、熱心に取り組
みました。

中国・丹東市との友好都市提携20周年記念
事業の一環として、丹東市青少年宮（青少年校
外芸術教育専門学校）と千松小学校合唱部が
7月17日、県教育会館で合同公演を実施。青少
年宮27人、千松小51人が出演し、歌や踊りな
どで交流を深めました。

大規模災害を想定し
防災訓練

小型底引き網漁を体験

徳島ヴォルティス
「徳島市民デー」

良好な景観の形成に関する基本
的な考えを示した徳島市景観計画の
素案の概略がまとまり、市民に向け
た説明会を7月23日の市役所を皮切
りに、計5回実施しました。

景観計画の素案を説明

丹東市青少年宮・
千松小学校合唱部合同公演

7月22日、鳴門・大塚スポー
ツパークポカリスエットスタ
ジアムでの徳島ヴォルティス
ホームゲームで「徳島市民
デー」が開催され、多くの市民
の皆さんが観戦しました。試
合開始前のセレモニーで原
市長は「徳島ヴォルティス躍
進のために、みんなの力を結
集して応援の輪を広げていき
ましょう」とあいさつしました。

児童とその保護者に食や地産地消の大切さ
を再認識してもらうため、「とくしまブランドア
グリ体験スクール」の第1回として7月22日、津
田港で漁業体験が行われました。18家族64人
が参加し、獲れたタチウオなどをバーベキュー
で、またハモを湯引きにして味わいました。


